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【要旨】

 雪崩対策施設の機能を維持するためには、点検によって施設の異常を発見し対応することが必要である。本研

究では、雪崩対策施設の維持管理に関する点検の基本的な着眼点を提示することを目的として、国内における雪

崩対策施設の損傷事例と国内外における点検に関する資料を収集し、雪崩対策施設の種類ごと及び部位ごとに着

目すべき損傷等とその要因となる現象について整理した結果を報告する。
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1．はじめに 

集落保全を主目的とする雪崩対策事業が創設され

てから 30 年が経過し、風水雪による損傷や凍結融解

などの影響による鋼材の腐食、基礎の浸食等による

施設の劣化等が認められる雪崩対策施設 1)～5)が見受

けられる（図 1）。国土交通省水管理･国土保全局砂

防部保全課の「砂防関係施設の長寿命化計画策定ガ

イドライン(案)6)」によると、「砂防関係施設の長寿

命化計画は、保全対象を守る観点から既存の砂防関

係施設の健全度等を把握し、長期にわたりその機能

及び性能を維持・確保することを目的として、維持、

修繕、改築、更新の対策を的確に実施するための計

画である」とある。

また、「砂防関係施設の長寿命化計画策定ガイドラ

イン(案)6)」に従って統一的かつ効果的に点検を実施

し、客観的な基準で施設の健全度を評価し対策する

ことを目的として、「砂防関係施設点検要領(案)7)」

が作成された。この要領(案)7)では、砂防関係施設の

点検における施設の健全度評価の考え方や留意点が

整理され、各施設ごとに、さらには施設の部位ごと

に事例を提示することにより、施設の変状レベルと

健全度を対応させることができるようになっている。

ただし、雪崩対策施設（要領(案)7)では、雪崩防止施

設）については、急傾斜地崩壊防止施設に準じて適

切に取り扱うこととなっており、雪崩対策施設の点

検に関する具体的事例は示されていない。

 そこで、国立研究開発法人土木研究所雪崩・地す

べり研究センターでは、「雪崩対策施設の管理技術

の向上に関する研究」において、雪崩対策施設の維

持管理のための点検に関する調査を実施した。例え

ば、道府県における雪崩対策施設設置斜面の点検の

実態に関するアンケート調査 8)を実施したところ、

課題として、点検の着眼点が不明、点検の客観性の

確保、点検台帳の未整備を挙げる道府県が多く、客

観的かつ的確な点検の実施及び点検結果の整理に課

題を抱えている実態が浮き彫りとなった。

 本報告では、雪崩対策施設の維持管理に関する点

検の基本的な着眼を提示することを目的として、国

内における雪崩対策施設の損傷事例と国内外におけ

る点検に関する資料を収集し、雪崩対策施設の種類

ごとに着目すべき損傷等とその要因となる現象につ

いて整理した結果を報告する。

図 1 雪崩対策施設の損傷例 



2．研究方法 

2．1 雪崩対策施設の損傷事例の収集 

 雪崩対策施設の損傷事例は、国土交通省水管理・

国土保全局砂防部保全課を通じて、各道府県の雪崩

対策事業担当者に依頼を行い、各道府県における雪

崩対策施設の損傷および機能低下の事例の提供を求

めた。また、新潟県と北海道を主とした地域におい

て、雪崩・地すべり研究センターが独自で調査・収

集した雪崩対策施設の損傷事例も整理した。 

2．2 雪崩対策施設の点検に関する資料の収集 

 雪崩対策施設の維持管理に関する点検の考え方や

着眼点を整理するために参考とした主な要領および

資料は、以下のとおりである。 

 

・「砂防関係施設の長寿命化計画策定ガイドライン

(案)6)」（国土交通省水管理･国土保全局砂防部保全

課、平成 26 年 6 月） 

・「砂防関係施設点検要領(案)7)」（国土交通省砂防部

保全課、平成 26 年 9 月） 

・「新潟県防災防雪施設点検要領(案)9)」（新潟県土木

部道路管理課、平成 25 年 4 月） 

・「Defense structures in avalanche starting zones 10)」（ス

イス、2007） 

・「ÖNORM-Regel 24807 11)」（オーストリア、2010） 

 

 上記資料は、一般に入手できる資料である。「新潟

県防災防雪施設点検要領(案)9)」は、道路に関係する

雪崩対策施設の点検について示したものである。道

路に関係する雪崩対策施設の点検については、この

他にも各地域における取り組み 12)～15)を参考にし、

必要に応じて担当部署に雪崩対策施設の点検に関す

る資料の提供をお願いした。また、オーストリアの

「ÖNORM-Regel 24807 11)」の原文がドイツ語である

ため、内容の把握にはこれを英語で解説した「The 

Technical avalanche protection handbook 16)」を用いた。 

 なお、雪崩対策施設には、雪崩予防施設（予防柵、

吊柵など）と雪崩防護施設（減勢柵、防護擁壁など）

があり、それぞれの施設の構造は異なる 17), 18)。よっ

て、施設の維持管理に関する点検において、施設の

どこに着目して、どのような状況に注意すべきか等

の着眼点は、以下の点に注意して整理した。 

 

・雪崩対策施設の種類ごとに整理する 

・施設の部位（または材質）ごとに整理する 

・点検の種類（時期や現象）を意識して整理する 

2．3 対象とする雪崩対策施設の点検について 

 雪崩対策施設の点検には、大きく分けて無雪期と

積雪期の点検 19)があり、これらは点検項目や発見し

た異常に対する対応等が異なる。無雪期点検とは、

地形、植生の状況や雪崩対策施設の状況等を把握す

ることを目的として、積雪の無い時期に現地を点検

することである。積雪期点検とは、斜面の積雪状況

や施設の状況等を把握することを目的として、積雪

期に現地を点検することである。本研究では、雪崩

対策施設の状況を直接見ることができる無雪期にお

ける点検を対象とした。 

 なお、積雪期点検における斜面積雪と施設の状況

に関する参考資料としては、「豪雪時における雪崩斜

面の点検と応急対策事例 20)」や「道路防災点検の手

引き（豪雨・豪雪）19)」などがある。 

 

3．研究結果 

3．1 収集した雪崩対策施設の損傷事例について 

 収集した事例のうち、雪崩対策施設の損傷や機能

低下となった事例は、63 件（延べ 75 事例）である。 

 図 2 は、これら損傷事例の雪崩対策施設の種類の

割合である。雪崩予防柵が 53.3%と最も多く、次に

吊柵（20.0%）が多かった。予防柵、吊柵、スノー

ネット、予防杭を合わせた雪崩予防施設（雪崩発生

区の対策として斜面に設置される施設）17), 18)全体で

は、77.3%であった。その他、減勢柵・防護柵が 17.3%、

防護擁壁が 2.7%であり、これらを合わせて雪崩防護

施設（雪崩の走路や堆積区の対策施設）17), 18)とする

と 20.0%であった。実際の雪崩対策では、斜面に設

置する雪崩予防施設の数が多いが、今回の調査では

雪崩防護施設の損傷事例も比較的多く収集できたと

考えられる。 

 

 

図-2 調査対象とした雪崩対策施設の割合 



 図 3 は、収集した雪崩対策施設の損傷を分類した

結果である。損傷のうち最も多かったのは変形・破

損（36.0%）で、移動・転倒（17.3%）、腐食（16.0%）

がそれに続く結果となった。次に、基礎（コンクリー

ト）のひび割れ・欠損（4.0%）、基礎の浮き上がり

（4.0%）、基礎周りの洗掘（2.7%）、アンカーの引き

抜け（1.3%）となり、雪崩対策施設の基礎に関わる

損傷が12.0%であった。その他、ワイヤー破断が4.0%、

ボルトや結合部の破損が 2.7%、土砂・樹木の堆積が

1.3%、樹木の絡まりが 2.7%であった。 

 図 4 は、雪崩対策施設の損傷等の要因となった現

象を分類した結果である。最も多いのが、雪圧・雪

崩の 34.7%で、これらは斜面積雪による偏荷重や雪

崩の直撃による衝撃荷重によるものである。次いで、

落石・地すべりの 20.0%、経年劣化の 20.0%が雪崩

対策施設の損傷等の要因として多い結果となった。

これに次いで多いのが地震による損傷事例の 4.0%

で、これらは 2004 年 10 月の新潟県中越地震と 2011 

 

 

 

図 3 雪崩対策施設の損傷等の種類の割合 

 

 

図 4 雪崩対策施設の損傷等の要因の割合 

年 3 月の長野県北部地震によるものである。この他

の損傷要因として、流水（1.3%）、水の浸透・凍結

（2.7%）、倒木・樹木の絡まり（6.7%）があり、事

例収集によって損傷等の要因となった主要な現象を

把握できたと考えられる。この他、人為的な要因と

考えられる事例が 2.7%あるが、以下に示す雪崩対策

施設の損傷とその要因の分類では対象としなかった。 

3．2 雪崩対策施設の損傷とその要因の分類 

 国内における雪崩対策施設の損傷事例と国内外に

おける点検に関する資料を収集し、雪崩対策施設の

種類ごと及び部位ごとに着目すべき損傷等とその要

因となる現象を整理した。 

 表 1～表 7 に、各雪崩対策施設（予防柵、吊柵、

吊枠、予防杭・減勢杭、スノーネット、減勢柵・防

護柵、誘導擁壁・防護擁壁）に対して、施設の部位 

 

 

表 1 雪崩予防柵の損傷とその要因 

 
 

表 2 吊柵の損傷とその要因 

 



表 3 吊枠の損傷とその要因 

 

 

表 4 予防杭・減勢杭の損傷とその要因 

 

 

表 5 スノーネットの損傷とその要因 

 

 

ごとに着目すべき損傷等とその要因となる現象をま

とめた。表 1～表 7 より、損傷等の要因となる現象

を、雪圧（大雪・雪崩）、落石・地すべり・土砂等の

堆積（大雨・台風）、流水（大雨・台風）、疲労（強 

表 6 減勢柵・防護柵の損傷とその要因 

 

 

表 7 誘導擁壁・防護擁壁の損傷とその要因 

 

 

 

風・台風）、水の浸透・凍結、経年劣化、地震の 7

つの現象に集約した。これにより、融雪直後の点検

では、雪圧（大雪・雪崩）や水の浸透・凍結の欄に

印（表中の●）が付いている部位の損傷に着目し、

大雨や台風後の異常時の点検では、落石・地すべり・

土砂等の堆積（大雨・台風）や流水（大雨・台風）

の欄に印（表中の●）が付いている部位の損傷を中

心に着目して点検を行うことで、点検における事前

準備や点検時の効率化に寄与できると考えられる。

このように、点検時期や種類（定期、臨時）に応じ

て表 1～表 7 の着眼点を絞り込んでもよい。その他

の損傷等の要因となる現象としては、雪崩予防施設

の支持面（斜面積雪を支える柵面やネット面）や雪

崩防護施設に対する樹木や植生の絡まりや倒木があ

り、これらはその他の欄に記載した。また、部位の

結合部など雨水等が溜まりやすい箇所では、腐食が

進行する可能性が考えられるため、これもその他の

欄に記載した。 



4．考察 

 表 1～表 7 に示す雪崩対策施設の損傷分類では、

スノーネットや雪崩予防柵など、構造が比較的複雑

な施設は、その部位が多いため損傷等の分類の項目

が多くなっている。一方、雪崩防護擁壁のように、

規模が大きく比較的単純な構造の施設は損傷等の分

類項目は少ない。しかし、各施設の部位ごとの損傷

等を比較してみると、柵構造の箇所、基礎、ワイヤー

やアンカーなど、各施設で類似する部位では共通す

る損傷やその要因がみられる。そのため、施設ごと

に整理するのではなく、構造的な特徴や部材の材質

ごとに、その損傷と要因を整理する方法も考えられ、

より効率的に少ない資料を基に損傷の把握ができる

可能性もある。 

 表 1～表 7 は、国内外の事例や資料に基づいて整

理したため、考えられる損傷を広く網羅する結果と

なっている。しかし、地域によっては希にしか起こ

らない現象もある。今回整理した表 1～表 7 を参考

に、各地域の特徴的な現象に即した損傷等の分類を

行うことも大切であると考えられる。 

 また、雪崩対策施設の損傷とそれによる雪崩対策

としての機能面への影響は、施設の種類（雪崩予防

施設、雪崩防護施設）によって異なり、施設によっ

ては設置されている斜面全体で損傷等を把握する必

要がある。例えば、雪崩予防施設として斜面に数多

く設置されている雪崩予防柵は、軽微な損傷を含め

るとダメージを受ける可能性が雪崩防護施設より高

いが、斜面全体を考えた場合には損傷による影響は

限定的（損傷を受けた柵の斜面における位置にもよ

る）となる場合もあるため、損傷した予防柵の斜面

全体での位置の記録も重要である。 

 なお、表 1～表 7 に示す変状レベル・健全度の欄

は空白となっている。雪崩対策施設の点検の結果を

受けて施設の修繕等の対策を行う際には、「砂防関係

施設点検要領(案)7)」、「新潟県防災防雪施設点検要領

(案)9)」、「ÖNORM-Regel 24807 11)」などで示されてい

るように、点検によって対策施設の損傷等の程度（変

状レベル）を把握し、その変状レベルに応じて施設

の健全度を判断し、対策不要、経過観察、要対策に

分けて対応していく必要がある。今後、国立研究開

発法人土木研究所雪崩・地すべり研究センターでは、

収集した雪崩対策施設の損傷等の事例や既往の要領

等を参考に、雪崩対策施設の変状レベルや健全度に

ついても、損傷等の種類ごとに整理していきたいと

考えている。 

5．まとめ 

 本研究では、雪崩対策施設の維持管理に関する点

検の基本的な着眼点を提示することを目的として、

国内における雪崩対策施設の損傷事例と国内外にお

ける点検に関する資料を収集し、雪崩対策施設の種

類ごと及び部位ごとに着目すべき損傷等とその要因

となる現象を整理した。 

 雪崩対策施設の点検について、その着眼点や客観

的な判断を助ける項目の整理が行われている地域も

あるが、各地域および各分野で取り組まれている雪

崩対策施設の点検の考え方と着眼点を共有すること

は、これから雪崩対策施設の点検について整理しよ

うとしている地域において大変有用であると同時に、

すでに整理している箇所においても地域によって多

様性を見せる雪崩対策について他地域の取り組みを

知ることは重要であると考えられる。 

 今後は、雪崩対策施設の変状レベルや健全度につ

いても整理していく予定である 1)。また、これらを

まとめ、無雪期における雪崩対策施設の維持管理に

関する点検の考え方と着眼点について、「砂防関係施

設点検要領(案)7)」を雪崩対策施設の点検に関して補

完するという観点で整理することを目指している。

これにより、どのタイミングで、どのような損傷等

に着目し、そしてどのような対策（修繕、改善等）

を行うことが効率的で効果的かの判断に寄与する資

料を作成できればと考えている。 
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